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（2）相手国関係者 

1）カウンターパート機関 

・国家土砂災害モニタリング・サービス（State Monitoring Service for Hazardous Geological Process: 

SMS） 

・水文・地質工学研究所（Institute of Hydrology and Geological Engineering: HYDROENGEO） 

2）その他関係機関 

・国家地質・鉱物資源委員会（State Committee for Geology and Mineral Resources） 

・非常事態省（Ministry of Emergency Situations）等 

3）受益者 

直接受益者 

・SMS およびHYDROENGEO のC/P 

・モニタリングサイトの地すべりによるリスクに晒されている住民およびインフラ・施設の管理

者 

間接受益者 

・地すべり災害危険地域に居住する住民 

・地すべり災害危険地域にあるインフラ・施設の管理者 

（3）JICA 専門家の業務範囲 

1） JICA 専門家チームは、IC/R とフェーズ毎に作成した調査報告書を念頭に、前述のプロジェクト

の目的を達成するために、業務を実施した。業務の内容は、PDM の活動と投入に準ずる。 

2） JICA 専門家チームは、地すべりモニタリングに必要な資機材の選定、設置・観測方法の指導、

研修・教育プログラムを検討した。 

3） JICA 専門家チームは、本プロジェクトの進捗に応じて報告書を作成し、「ウ」国政府に説明・

協議のうえ提出した。 

（4）カウンターパートメンバー 

1 Mavlonov Aslon  Director of HYDROENGEO（ボーリング、計測、危険度評価・解析） 

2 Niyazov Rustam  Chief Research Officer of HYDROENGEO（計測、危険度評価・解析） 

3 Bazarov Sherdonakul  Chief of SMS （ボーリング、計測） 

4 Turabbaev Akmal  Chief of Bostanlik MS（ボーリング、計測） 

5 Ahunjanov Alimjon  Chief Geologist of SMS（ボーリング、計測） 

6 Minchenko Vecheslav Head of HYDROENGEO Laboratory（計測、危険度評価・解析） 

7 Abdullaev Shavkat  Head of HYDROENGEO Laboratory（計測、危険度評価・解析） 

8 Uralov Ibragim  Chief of Angren MS（ボーリング、計測、危険度評価・解析） 

9 Bimurzaev Amir  Chief of survey section of SMS（計測） 
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10 Bimurzaev Gani  Hydrogeologist, SMS（計測） 

11 Dalimov Kamaletdin  Chief drilling engineer, HYDROENGEO（ボーリング） 

12 Fasidinov Kamaletdin Key hydrogeologist of Bostanlik MS（ボーリング） 

13 Hamraev Abdurashid  Chief Engineer of Tashkent Expedition（計測） 

14 Kamaletdinov  Rishat Key hydrogeologist of Bostanlik MS（計測） 

15 Sobkina Natalya  Key hydrogeologist of Angren MS（計測） 

16 Ubaydullaev Abdukahhor Chief of geodetic section, SMS（計測） 

17 Mingboev Kodirjon  Research officer, HYDROENGEO（計測、危険度評価・解析） 

18  Tashpulatov Mansur Category II geological engineer, HYDROENGEO（計測、危険度評価・

解析） 

19 Shodiev Davron  Drilling Engineer, SMS（ボーリング） 

20 Turabbaev Evfrat  Key hydrogeologist of Bostanlik MS（ボーリング） 

21 Suvonov Usuf   Hydrogeologist of Angren MS（計測） 

22 Islomboev Norimon  Technician of Bostanlik MS（計測） 

23 Djumanov Yakub  Technician of Bostanlik MS（計測） 

（）内は、本プロジェクトにおける担当分野を示す。 
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１.３ プロジェクト実施基本方針 

本プロジェクト実施の基本方針は以下のとおりである。 

 技術支援に係る基本方針 

 

  

 

 

 

 

 運営面に係る基本方針 

 

 

 

 

プロジェクト実施のアプローチ 

 

 

アプローチ１：SMS 及びHYDROENGEO のキャパシティの確認  

アプローチ２：段階的な技術移転の提案   

アプローチ３：PDM 内容の確認   

アプローチ４：技術移転セミナー   

アプローチ５：本邦研修    

 

 

アプローチ１：「ウ」国の地すべり管理体制、管理能力に見合った機材調達 

アプローチ２：ローカル技術の活用 

アプローチ３：若手技術者の育成 

 

 

アプローチ１：地すべり分類手法の共有と、モニタリングに適した地すべり地の選定 

アプローチ２：危険度評価手法の向上 

 

基本方針 1：C/P のキャパシティ・ディベロップメントの向上を支援する 

基本方針 2：効果的なモニタリング体制の確立を支援する 

基本方針 3：地すべり評価技術の向上を支援する 

基本方針 4：地すべりに係る情報の共有化を支援する 

基本方針 1：「ウ」国の行政事情に明るい現地通訳を活用する 

基本方針 2：現地滞在期間中の安全管理を徹底する 

基本方針 1（技術）：C/P のキャパシティ・デベロップメントの向上を支援する 

基本方針 2（技術）：効果的なモニタリング体制の確立を支援する 

基本方針 3（技術）：地すべり評価技術の向上を支援する 
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表 2：段階的キャパシティ・デベロップメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アプローチ１：合同調整委員会（Joint Coordination Committee: JCC)の活用 

アプローチ２：定例ミーティング等の開催 

アプローチ３：プロジェクトの効果を高めるためのC/P の本邦研修の活用 

アプローチ４：中央アジア域内周辺国との情報共有 

アプローチ５：地域住民への理解促進 

 

 

 

アプローチ：安全管理体制の確立、通信手段の確保 

 

発展段階 プロジェクト 
年次 キャパシティ・デベロップメントの方法 

①各技術・解析の
基礎的な学習段階 

第一年次 
第二年次 

専門家がリーダーシップを取りながら、新しく導入するボーリン
グ機械、計測機器の基礎的な知識を技術移転する。実施内容
は、機械・機器の基本的な取り扱い、原理、特性などで、講習、
セミナー、本邦研修などの方法を用いる。 

②OJT段階 第二年次 
第三年次 

この段階では、 C/Pが、専門家の指導のもと、現地におけるボ
ーリング技術、地すべり計測機器の経験と、地すべり解析・評価
の基礎的な知識を得ていく。解析作業では、基礎的な知識を学
ぶこととし、その成果は、技術移転セミナー等で共有する。 

③協働作業段階 第三年次 ボーリング技術については、 C/Pが、専門家の指導を受けずに
ボーリング掘削を実施するが、トラブル発生に遭遇した場合は
専門家の支援を得る。計測機器測定や解析技術に関しては、 
C/Pが、代表的なモニタリングサイトでの測定やデータ解析を、
専門家のアドバイスを受けながらほぼ同等の立場で実施する。 

④自立の段階 第四年次 ボーリング掘削は C/Pが独自に実施し、地すべり計測や解析、
危険度評価も独自に行う。 C/Pが独力で実施した事例やトラブ
ルの発生した段階を、専門家と C/Pがセミナー等で討議し、 
C/Pのキャパシティの向上に努める。 

基本方針 4（技術）：地すべり対策に係る情報の共有化を支援する 

基本方針 1（運営）：「ウ」国の行政事情に明るい現地通訳を活用する 

基本方針 2（運営）：現地滞在期間中の安全管理を徹底する 
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